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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



 アプリケーションノート 

RJJ06B0280-0200/Rev.2.00 2006.09 Page 1 of 23 

H8/300L Super Low Powerシリーズ 
タイマ Fによる時計動作 (H8/3867) 

要旨 
38.4kHzのサブクロック (φW) を使用して，タイマ Fによる時計動作を行います。タイマ F割り込みを 1s
ごとに発生させ，RAMに設定した時計用のカウンタをカウントアップさせます。 

59分 59秒までカウントアップすると，次のカウントで初期化します。 

動作確認デバイス 
H8/3867 
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1. 仕様 
1. 38.4kHzのサブクロックを使用して，タイマ Fによる時計動作を行います。 
2. タイマ F割り込みを 1sごとに発生させ，RAMに設定した時計用のカウンタをカウントアップさせます。 
3. RAMに設定する時計用のカウンタは，秒カウント用 8ビット，分カウント用 8ビットとし，00分 00秒
からカウントアップを開始し，59分 59秒までカウントアップすると，次のカウントで 00分 00秒に初期
化して，再びカウントアップを継続します。 

4. 初期設定終了後アクティブ (高速) モードからウォッチモードへ遷移し，タイマ F割り込み要求によりサ
ブアクティブモードへ遷移し，RAMに設定したカウンタをインクリメントして，再びウォッチモードへ
遷移します。 

5. 図 1に本タスク例におけるモード遷移図を示します。 
 

SLEEP

F

SLEEP  

図 1 本タスク例におけるモード遷移図 

 

2. 使用機能説明 
1. 本タスク例では，タイマ Fを使用して 1sごとに RAMに設定したカウンタをインクリメントする時計動
作を行います。以下にタイマ Fの特長を示します。 
 4種類の内部クロック (φ/32, φ/16, φ/4, φW/4) と，外部クロックからの選択が可能です (外部イベントの
カウントが可能)。 

 1本のコンペアマッチ信号により，TMOFH端子にトグル出力します (トグル出力の初期値を設定可
能)。 

 コンペアマッチ信号によるカウンタリセットが可能です。 
 割り込み要因はコンペアマッチ × 1要因，オーバフロー × 1要因の計 2要因です。 
 2本の独立した8ビットタイマ (タイマFH，タイマFL) としても動作が可能です (8ビットモード時)。 
 内部クロックとしてφW/4を選択した場合，ウォッチモード，サブアクティブモード，スリープモード
で動作可能です。 

 モジュールスタンバイモードにより，未使用時はモジュール単体でスタンバイモードに設定が可能で
す。 
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2. 図 2に本タスク例で使用するタイマ F 16ビット コンペアマッチ機能のブロック図を示します。 
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図 2 タイマ F 16ビット コンペアマッチ機能ブロック図 
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3. 表 1にタイマ Fの各機能について説明します。 
 

表 1 タイマ F機能 

 説明 
タイマコントロール 
レジスタ F 
(TCRF) 

TCRFは 8ビットのライト専用のレジスタです。16ビットモード，8ビットモー
ドの切り替え，4種類の内部クロックおよび外部イベントの選択，TMOFH, 
TMOFL端子の出力レベルの設定を行います。リセット時，TCRFは H'00に初期
化されます。 

タイマコントロール 
ステータスレジスタ F 
(TCSRF) 

TCSRFは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。カウンタクリアの選
択，オーバフローフラグのセット，コンペアマッチフラグのセット，オーバフロー
による割り込み要求の許可の制御を行います。 

16ビットタイマ 
カウンタ F 
(TCF) 

TCFは 16ビットのリード／ライト可能なアップカウンタで，8ビットのタイマ
カウンタ (TCFH, TCFL) のカスケード接続により構成されています。上位 8ビッ
トを TCFH，下位 8ビットを TCFLとする 16ビットカウンタとして使用できる
ほか，TCHH, TCFLを独立した 8ビットカウンタとして使用することができま
す。TCFH, TCFLは，CPUからリード／ライト可能ですが，16ビットモードで
使用する場合，CPUとのデータ転送はテンポラリレジスタ (TEMP) を介して行
われます。リセット時，TCFH, TCFLはおのおの H'00に初期化されます。 
TCRFの CKSH2を"0"に設定すると，TCFは 16ビットカウンタとして動作しま
す。TCFの入力クロックは，TCRFの CKSL2～CKSL0により選択します。TCSRF
の CCLRHにより，コンペアマッチ時に TCFをクリアすることができます。TCF
がオーバフローすると，TCSRFの OVFHが"1"にセットされ，さらに IENR2の
IENTFHが"1"ならば CPUに割り込みを要求します。 

8ビットタイマ 
カウンタ FH 
(TCFH) 

TCFHは TCRFのCKSH2を"1"に設定することにより独立した 8ビットカウンタ
として動作します。TCFHの入力クロックは，TCRFの CKSH2～CKSH0により
選択します。TCSRFの CCLRHにより，コンペアマッチ時に TCFHをクリアす
ることができます。TCFHがオーバフローすると，TCSRFの OVFHが"1"にセッ
トされます。このとき，TCSRFの OVIEHが"1"の場合，IRR2の IRRTFHが"1"
にセットされ，さらに IENR2の IENTFHが"1"ならば CPUに割り込みを要求し
ます。 

8ビットタイマ 
カウンタ FL 
(TCFL) 

TCFLは TCRFのCKSH2を"1"に設定することにより独立した 8ビットカウンタ
として動作します。TCFLの入力クロックは，TCRFの CKSL2～CKSL0により
選択します。TCSRFの CCLRLにより，コンペアマッチ時に TCFLをクリアする
ことができます。TCFLがオーバフローすると，TCSRFの OVFLが"1"にセット
されます。このとき，TCSRFの OVIELが"1"の場合，IRR2の IRRTFLが"1"にセッ
トされ，さらに IENR2の IENTFLが"1"ならば CPUに割り込みを要求します。 

16ビットアウトプット 
コンペアレジスタ F 
(OCRF) 

OCRFは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタ (OCRFH, OCRFL) により
構成されています。上位 8ビットを OCRFH，下位 8ビットを OCRFLとする 16
ビットレジスタとして使用できるほか，OCRFH, OCRFLを独立した 8ビットレ
ジスタとして使用することもできます。OCRFH, OCRFLは CPUからリード／ラ
イト可能ですが，16ビットモードで使用する場合，CPUとのデータ転送は TEMP
を介して行われます。リセット時，OCRFH, OCRFLはおのおの H'FFに初期化
されます。 
TCRFの CKSH2を"0"に設定すると，OCRFは 16ビットレジスタとして動作し
ます。OCRFの内容は，常に TCFと比較されており，両者の値が一致すると，
TCSRFの CMFHが"1"にセットされます。また，同時に IRR2の IRRTFHも"1"
にセットされます。このとき，IENR2の IENTFHが"1"ならば CPUに割り込みを
要求します。コンペアマッチによるトグル出力を TMOFH端子より出力すること
ができます。また，TCRFの TOLHにより，出力レベル ("High" / "Low") の設定
が可能です。 
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 説明 
8ビットアウトプット 
コンペアレジスタ FH 
(OCRFH) 

TCRFの CKSH2を"1"に設定すると，OCRFは 2本の 8ビットレジスタとして動
作します。OCRFHの内容は TCFHと，また OCRFLの内容は TCFLとそれぞれ
個別に比較されます。OCRFHと TCFHの値が一致すると，TCSRFの CMFHが
"1"にセットされます。また同時に IRR2の IRRTFHも"1"にセットされます。こ
のとき，IENR2の IENTFHが"1"ならば CPUに割り込みを要求します。コンペア
マッチによるトグル出力を TMOFH端子より出力することができます。また，
TCRFの TOLHにより出力レベル ("High" / "Low") の設定が可能です。 

8ビットアウトプット 
コンペアレジスタ FL 
(OCRFL) 

TCRFの CKSH2を"1"に設定すると，OCRFは 2本の 8ビットレジスタとして動
作します。OCRFHの内容は TCFHと，また OCRFLの内容は TCFLとそれぞれ
個別に比較されます。OCRFLと TCFLの値が一致すると，TCSRFの CMFLが"1"
にセットされます。また同時に IRR2の IRRTFLも"1"にセットされます。このと
き，IENR2の IENTFLが"1"ならば CPUに割り込みを要求します。コンペアマッ
チによるトグル出力を TMOFL端子より出力することができます。また，TCRF
の TOLLにより出力レベル ("High" / "Low") の設定が可能です。 

タイマ FH 
割り込み要求フラグ 
(IRRTFH) 

16ビットモードで TCFと OCRFが一致したとき，8ビットモードで TCFHと
OCRFHが一致したとき，また，IENTFHが"1"の状態で TCFおよび TCFHがオー
バフローしたときに IRRTFHは"1"にセットされます。IRRTFHが"1"の状態で
IRRTFHに"1"をライトしたとき，IRRTFHは"0"にクリアされます。 

タイマ FL 
割り込み要求フラグ 
(IRRTFL) 

8ビットモードで TCFLと OCRFLが一致したとき，また，IENTFLが"1"の状態
で TCFLがオーバフローしたときに IRRTFLは"1"にセットされます。IRRTFLが
"1"の状態で IRRTFLに"1"をライトしたとき，IRRTFLは"0"にクリアされます。

タイマ FH 
割り込みイネーブル 
(IENTFH) 

タイマ FHのコンペアマッチまたはオーバフロー割り込み要求の許可／禁止を制
御します。 

タイマ FL 
割り込みイネーブル 
(IENTFL) 

タイマ FLのコンペアマッチまたはオーバフロー割り込み要求の許可／禁止を制
御します。 

タイマ Fイベント入力 
(TMIF) 

TCFLに入力するイベント入力端子です。 

タイマ FH出力 
(TMOFH) 

タイマ FHのトグル出力端子です。 

タイマ FL出力 
(TMOFL) 

タイマ FLのトグル出力端子です。 
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4. タイマ FH割り込み周期の設定方法について説明します。 
本タスク例では，サブクロックに 38.4kHzを使用して，タイマ Fをクロックタイムベースとして動作させ
ています。 
TCRFの CKSL2を"1", CKSL1を"1", CKSL0を"1"に設定することにより TCFの入力クロックはφW/4に設
定されます。φW/4は， 

φW/4 = 38.4kHz / 4 = 9.6kHz 
 
となります。したがって，TCFの入力クロック周期は， 

1 / 9.6kHz ≒ 104.167µs 
 
となります。 
ここで，OCRFを H'2580に設定すると，TCFと OCRFの値が一致するまでの時間は， 

H'2580 × (1 / 9.6kHz) = 9600 × 104.167µs = 1s 
 
と計算されます。したがって，タイマ FHの割り込み周期 TFHを設定するための OCRFの設定値は，次
式により計算できます。 

OCRF設定値 = TFH / (1 / 9.6kHz) = TFH × 9.6kHz 
 
表 2にタイマ FH割り込み周期 TFHと OCRA設定値例について示します。 

 
表 2 タイマ FH割り込み周期と OCRA設定値例 

TFH (s) 計算方法 OCRA設定値 
0.125 0.125s × 9.6kHz =  1200 H'04B0 
0.250 0.25 s × 9.6kHz =  2400 H'0960 
0.500 0.5  s × 9.6kHz =  4800 H'12C0 
1.000 1    s × 9.6kHz =  9600 H'2580 
2.000 2    s × 9.6kHz = 19200 H'4B00 
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5. CPUとのインタフェースについて説明します。 
TCF，OCRFは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで構成されています。一方，CPUと内蔵周辺
モジュール間のデータバスは，8ビット幅となっています。したがって，CPUが TCF, OCRFをアクセス
する場合，8ビットのテンポラリレジスタ (TEMP) を介して行います。 
16ビットモードで TCFのリード／ライト，OCRFのライトを行うときは，上位バイトのみや下位バイト
のみのアクセスでは，データは正しく転送されません。必ず 16ビットレジスタ全体に対して (バイトサ
イズのMOV命令を 2回連続して行う) リード／ライトを行い，かつ上位バイト，下位バイトの順序で行
います。 
なお，8ビットモードでは特にアクセスの順序に制限はありません。 
a. ライト時の動作 
上位バイトのライトにより，上位バイトのデータが TEMPに転送されます。 
次に下位バイトのライトで，TEMPにあるデータが上位バイトのレジスタへ，下位バイトのデータは
直接下位バイトのレジスタへライトされます。 
TCFに H'AA55をライトするときの TCFのライト動作を図 3に示します。 

 

CPU

[H'AA]

< >

CPU

[H'55]

< >

TEMP

[H'AA]

TCFH

[       ]

TCFL

[       ]

TEMP

[H'AA]

TCFH

[H'AA]

TCFL

[H'55]
 

図 3 TCFのライト動作 
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b. リード時の動作 
TCFの場合，上位バイトのリードで，上位バイトのデータは直接 CPU転送され，下位バイトのデータ
は TEMPに転送されます。 
次に下位バイトのリードで，TEMPにある下位バイトのデータが CPUに転送されます。OCRFの場合，
上位バイトのリードで，上位バイトのデータは直接 CPUに転送されます。下位バイトのリードで，下
位バイトのデータは直接 CPUに転送されます。 
H'AAFFである TCFをリードしたときの TCFのリード動作を図 4に示します。 

 

CPU

[H'AA]

< >

CPU

[H'FF]

< >

TEMP

[H'FF]

TCFH

[H'AA]

TCFL

[H'FF]

TEMP

[H'FF]

TCFH

[H'AB]*
TCFL

[H'00]*

* 1 H'AB00  

図 4 TCFのリード動作 
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6. タイマ F使用上の注意事項 
タイマFを16ビットタイマモードで動作中，次のような競合や動作が起こりますので注意してください。 
a. トグル出力は 16ビットすべてが一致し，コンペアマッチ信号が発生したとき TMOFH端子から出力さ
れます。MOV命令による TCRFのライトと，コンペアマッチ信号が同時に起こった場合，TCRFのラ
イトによる TOLHのデータが TMOFH端子に出力されます。TMOFL端子は 16ビットモード時には出
力は不定となりますので使用しないで下さい。ポートとしてご使用下さい。 

b. OCRFLのライトと，コンペアマッチ信号の発生が同時に起こった場合，コンペアマッチ信号は無効に
なります。ただし，ライトしたデータとカウンタ値がコンペアマッチする場合は，その時点でコンペ
アマッチ信号が発生します。コンペアマッチ信号は，TCFLのクロックに同期して出力されるので，
クロックが停止している場合，コンペアマッチしていてもコンペアマッチ信号は発生しません。 

c. コンペアマッチフラグは，16ビットすべてが一致し，コンペアマッチ信号が発生したとき CMFHに
セットされますが，CMFLについても下位 8ビットについてのセット条件が満たされていればセット
されます。 

d. TCFがオーバフローするとOVFHがセットされますが，OVFLについても下位 8ビットがオーバフロー
した時点で，セット条件が満たされていればセットされます。TCFLのライトと，オーバフロー信号
の出力が同時に起こった場合，オーバフロー信号は出力されません。 

e. アクティブモード，スリープモード時に TCFの内部クロックとして，φW/4を選択して動作させる場合
は，システムクロックと内部クロックとが非同期であるため，同期回路で同期をとっています。これ
により，カウント周期は最大で 1/φ (s) の誤差が生じます。誤差を生じさせないためには，サブアクティ
ブモード，サブスリープモード，ウォッチモードにて動作させる必要があります。 

 
7. 表 3に本タスク例における機能割り付けを示します。 
 

表 3 機能割り付け 

機能 機能割り付け 
TCRF 16ビットモードの設定，TCFLの入力クロックの選択を行います。 
TCSRF カウンタクリアの選択，オーバフローフラグのセット，コンペアマッチフラグのセット，オー

バフロー割り込み要求の許可／禁止の制御を行います。 
TCF TCFH, TCHLから構成される 16ビットのアップカウンタとして機能します。内部クロック 

(φW/4) でカウントし，コンペアマッチすると IRTFHおよび CMFHを"1"にセットします。 
OCRF OCRFH, OCRFLから構成される 16ビットのレジスタで，OCRFに設定した値と TCFの値が

一致するとコンペアマッチ信号が発生します。 
IRRTFH タイマ FH割り込み要求の有無を反映します。 
IENTFH タイマ FH割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
φW サブクロック周波数で，38.4kHzを使用します。 
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3. 動作説明 
1. タイマ F 16ビットタイマモードの動作について説明します。 
タイマ Fは入力クロックが入るたびにカウントアップする 16ビットのカウンタで，アウトプットコンペ
アレジスタ Fに設定した値とタイマカウンタ Fの値を常に比較しており，一致したタイミングでカウン
タのクリア，割り込み要求，およびポートのトグル出力が可能です。また，2本の独立した 8ビットタイ
マとしても機能できます。 
タイマコントロールレジスタ F (TCRF) の CKSH2ビットを"0"に設定すると，タイマ Fは 16ビットのタ
イマとして動作します。 
リセット直後，タイマカウンタ F (TCF) は H'0000に，アウトプットコンペアレジスタ F (OCRF) は H'FFFF
に，タイマコントロールレジスタ (TCRF)，タイマコントロールステータスレジスタ F (TCSRF) は H'00
に初期化されます。カウンタは，外部イベント (TMIF) からの入力によりカウントアップを開始します。
外部イベントのエッジ選択は，IRQエッジセレクトレジスタ (IEGR) の IEG3により設定します。 
タイマ Fの動作クロックは，TCRFの CKSL2～CKSL0ビットによりプリスケーラ Sの出力する 3種類の
内部クロック，サブクロックの 4分周の内部クロック，または外部クロックを選択できます。 
TCFと OCRFの内容は常に比較されており，両者の値が一致すると TCSRFの CMFHが"1"にセットされ
ます。このとき IENR2の IENTFHが"1"ならば CPUに割り込みを要求し，同時に TMOFH端子の出力を
トグルします。また，TCSRFの CCLRHが"1"ならば TCFをクリアします。なお，TMOFH端子の出力は，
TCRFの TOLHにより設定できます。 
TCFがオーバフロー (H'FFFF → H'0000) すると，TCSRFの OVFHが"1"にセットされます。このとき，
TCSRFの OVIEHと IENR2の IENTFHがともに"1"ならば CPUに割り込みを要求します。 

 
2. タイマ Fの動作モードについて表 4に示します。 
 

表 4 タイマ Fの動作モード 

動作 
モード リセット アクティブ スリープ ウォッチ 

サブ 
アクティブ

サブ 
スリ－プ スタンバイ 

モジュール
スタンバイ

TCF リセット 動作 動作 動作/停止* 動作/停止* 動作/停止* 停止 停止 
OCRF リセット 動作 保持 保持 動作 保持 保持 保持 
TCRF リセット 動作 保持 保持 動作 保持 保持 保持 
TCSRF リセット 動作 保持 保持 動作 保持 保持 保持 
【注】 * アクティブモード，スリープモード時に TCFの内部クロックとしてφW/4を選択した場合，システ

ムクロックと内部クロックとが非同期であるため同期回路で同期をとっています。これにより，カ
ウント周期は最大で 1/φ (s) の誤差が生じます。 
サブアクティブモード，ウォッチモード，サブスリープモード時にカウンタを動作させる場合には，
内部クロックとしてはφW/4 を選択して下さい。その他の内部クロックを選択した場合，カウンタ
は動作しません。 
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3. 図 5に本タスク例の動作説明を示します。 
 

H'FFFF
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H'00

MIN
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H'00

1s

(a) F16
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(c) 

(d) 

(a) TCF H'0000

(b) TCF

(a) FH

(b) IRRTFH "0"

(c) CMFH "0"

(d) SEC MIN

(e) FH

(f) 

(a) 

(b) CMFH "1"

(c) IRRTFH "1"

(d) TCF H'0000
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図 5 動作原理 
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4. ソフトウェア説明 

4.1 モジュール説明 
表 5に本タスク例におけるモジュール説明を示します。 

 
表 5 モジュール説明 

モジュール名 ラベル名 機能 
メインルーチン MAIN スタックポインタ，使用 RAM，タイマ Fの初期設定，割り込みの許

可，ウォッチモードへの遷移を行います。 
タイマ F 
割り込み処理ルーチン 

TFINT IRRTFH, CMFHを"0"にクリア，レジスタの退避，RAMに設定した
SECおよびMINのインクリメントまたはクリア，レジスタの復帰を
行います。 

 
 

4.2 引数の説明 
本タスク例では，引数は使用していません。 
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4.3 使用内部レジスタ説明 
表 6に本タスク例における使用内部レジスタ説明を示します。 

 
表 6 使用内部レジスタ説明 

レジスタ名 機能 
RAM 
アドレス 設定値 

TCRF CKSH2 
CKSH1 
CKSH0 

タイマコントロールレジスタ F (クロックセレクト H3～0) 
～TCFHに入力するクロックを内部 4種類, または TCFLの
オーバフローから選択します。 

: CKSH2 = "0", CKSH1 = "0", CKSH0 = "0"のとき, 
TCLのオーバフローを選択 

: CKSH2 = "0", CKSH1 = "0", CKSH0 = "1"のとき, 
TCLのオーバフローを選択 

: CKSH2 = "0", CKSH1 = "1", CKSH0 = "0"のとき, 
TCLのオーバフローを選択 

: CKSH2 = "0", CKSH1 = "1", CKSH0 = "1"は使用禁止 
: CKSH2 = "1", CKSH1 = "0", CKSH0 = "0"のとき, 
内部クロックφ/32を選択 

: CKSH2 = "1", CKSH1 = "0", CKSH0 = "1"のとき, 
内部クロックφ/16を選択 

: CKSH2 = "1", CKSH1 = "1", CKSH0 = "0"のとき, 
内部クロックφ/4を選択 

: CKSH2 = "1", CKSH1 = "1", CKSH0 = "1"のとき, 
内部クロックφW/4を選択 

H'FFB6 
ビット 6 
ビット 5 
ビット 4 

CKSH2 = 0
CKSH1 = 0
CKSH0 = 0

 CKSL2 
CKSL1 
CKSL0 

タイマコントロールレジスタ F (クロックセレクト L2～0) 
～TCFLに入力するクロックを内部 4種類, または外部イベ
ントから選択します。 

: CKSL2 = "0", CKSL1 = "0", CKSL0 = "0"のとき, 
外部イベントを選択 

: CKSL2 = "0", CKSL1 = "0", CKSL0 = "1"のとき, 
外部イベントを選択 

: CKSL2 = "0", CKSL1 = "1", CKSL0 = "0"のとき, 
外部イベントを選択 

: CKSL2 = "0", CKSL1 = "1", CKSL0 = "1"は使用禁止 
: CKSL2 = "1", CKSL1 = "0", CKSL0 = "0"のとき, 
内部クロックφ/32を選択 

: CKSL2 = "1", CKSL1 = "0", CKSL0 = "1"のとき, 
内部クロックφ/16を選択 

: CKSL2 = "1", CKSL1 = "1", CKSL0 = "0"のとき, 
内部クロックφ/4を選択 

: CKSL2 = "1", CKSL1 = "1", CKSL0 = "1"のとき, 
内部クロックφW/4を選択 

H'FFB6 
ビット 2 
ビット 1 
ビット 0 

CKSL2 = 1
CKSL1 = 1
CKSL0 = 1
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レジスタ名 機能 
RAM 
アドレス 設定値 

TCSRF OVFH タイマコントロールステータスレジスタ F 
(タイマオーバフローフラグ H) 
～TCFがオーバフローしたか否かを示すステータスフラグ
です。 

: OVFH = 0のとき, TCFがオーバフローしていないこと
を示す 

: OVFH = 1のとき, TCFがオーバフローしたことを示す

H'FFB7 
ビット 7 

0 

 CMFH タイマコントロールステータスレジスタ F 
(コンペアマッチフラグ H) 
～TCFとOCRFがコンペアマッチしたか否かを示すステー
タスフラグです。 

: CMFH = 0のとき, TCFと OCRFがコンペアマッチ 
していないことを示す 

: CMFH = 1のとき, TCFと OCRFがコンペアマッチ 
したことを示す 

H'FFB7 
ビット 6 

0 

 OVIEH タイマコントロールステータスレジスタ F 
(タイマオーバフローインタラプトイネーブル H) 
～TCFのオーバフローが発生したとき, 割り込みの許可ま
たは禁止を選択します。 

: OVIEH = 0のとき, TCFのオーバフローによる 
割り込み要求を禁止 

: OVIEH = 1のとき, TCFのオーバフローによる 
割り込み要求を許可 

H'FFB7 
ビット 5 

1 

 CCLRH タイマコントロールステータスレジスタ F 
(カウンタクリア H) 
～TCFと OCRFがコンペアマッチしたとき, TCFをクリア
するかしないかを選択します。 

: CCLRH = 0のとき, コンペアマッチによる 
TCFのクリアを禁止 

: CCLRH = 0のとき, コンペアマッチによる 
TCFのクリアを許可 

H'FFB7 
ビット 4 

1 

TCFH  タイマカウンタ FH 
～16ビットタイマカウンタ F (TCF) の上位 8ビットで, 
TCFLのオーバフロー信号を入力クロックとする 8ビット
のアップカウンタです。 

H'FFB8 H'00 

TCFL  タイマカウンタ FL 
～16ビットタイマカウンタ F (TCF) の下位 8ビットで, 内
部クロックφW/4を入力クロックとする 8ビットのアップカ
ウンタです。 

H'FFB9 H'00 

OCRFH  アウトプットコンペアレジスタ FH 
～16ビットアウトプットコンペアレジスタ (OCRF) の上
位 8ビットで, OCRFと TCFの値が一致するとコンペア
マッチ信号を発生。 

H'FFBA H'25 

OCRFL  アウトプットコンペアレジスタ FL 
～16ビットアウトプットコンペアレジスタ (OCRF) の下
位 8ビットで, OCRFと TCFの値が一致するとコンペア
マッチ信号を発生。 

H'FFBB H'80 
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レジスタ名 機能 
RAM 
アドレス 設定値 

IENR2 IENTFH 割り込み許可レジスタ 2 (タイマ FH割り込みイネーブル) 
～タイマ FH割り込み要求の許可／禁止を制御します。 

: IENTFH = 0のとき, タイマ FH割り込み要求を禁止 
: IENTFH = 1のとき, タイマ FH割り込み要求を許可 

H'FFF4 
ビット 3 

1 

IRR2 IRRTFH 割り込み要求レジスタ 2 (タイマ FH割り込み要求フラグ) 
～タイマ FH割り込み要求の有無を反映します。 

: IRRTFH = 0のとき, タイマ FH割り込みが 
要求されていないことを示す 

: IRRTFH = 1のとき, タイマ FH割り込みが 
要求されていることを示す 

H'FFF7 
ビット 3 

0 

SYSCR1 SSBY システムコントロールレジスタ 1 
(ソフトウェアスタンバイ) 
～スタンバイモード, ウォッチモードへの遷移を指定しま
す。 

: SSBY = 0のとき, アクティブモードで SLEEP命令を
実行後, スリープモードに遷移。サブアクティブモー
ドで SLEEP命令を実行後, サブスリープモードに遷
移。 

: SSBY = 1のとき, アクティブモードで SLEEP命令を
実行後, スタンバイモードあるいはウォッチモードに
遷移。サブアクティブモードで SLEEP命令を実行後, 
ウォッチモードに遷移。 

H'FFF0 
ビット 7 

1 

 STS2 
STS1 
STS0 

システムコントロールレジスタ 1 
(スタンバイタイマセレクト 2～0) 
～特定の割り込みにより, スタンバイモード, ウォッチ
モードを解除し, アクティブモードに遷移する場合に, ク
ロックが安定するまで CPUと周辺機能が待機する時間を
指定します。動作周波数に応じて待機時間が発振安定時間
以上となるように指定してください。 

: STS2 = 0, STS1 = 0, STS0 = 0のとき, 
待機時間は  8,192ステート 

: STS2 = 0, STS1 = 0, STS0 = 1のとき, 
待機時間は 16,384ステート 

: STS2 = 0, STS1 = 1, STS0 = 0のとき, 
待機時間は 32,768ステート 

: STS2 = 0, STS1 = 1, STS0 = 1のとき, 
待機時間は 65,536ステート 

: STS2 = 1, STS1 = 0, STS0 = 0のとき, 
待機時間は 131,072ステート 

: STS2 = 1, STS1 = 0, STS0 = 1のとき, 
待機時間は      2ステート 

: STS2 = 1, STS1 = 1, STS0 = 0のとき, 
待機時間は      8ステート 

: STS2 = 1, STS1 = 1, STS0 = 1のとき, 
待機時間は   16ステート 

H'FFF0 
ビット 6 
ビット 5 
ビット 4 

STS2 = 0
STS1 = 0
STS0 = 0
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レジスタ名 機能 
RAM 
アドレス 設定値 

SYSCR1 LSON システムコントロールレジスタ 1 
(ロースピードオンフラグ) 
～ウォッチモード解除時に, CPUの動作クロックをシステ
ムクロックにするか, サブクロックにするかを選択しま
す。 

: LSON = 0のとき, CPU動作クロックはシステムク
ロック 

: LSON = 1のとき, CPU動作クロックはサブクロック 

H'FFF0 
ビット 3 

1 

SYSCR2 DTON システムコントロールレジスタ 2 
(ダイレクトトランスファオンフラグ) 
～アクティブ (高速) モード, アクティブ (中速) モード, 
サブアクティブモードの各モード間を, SLEEP命令を実行
することにより直接遷移するか否かを指定します。 

: DTON="0"のとき, アクティブモードで SLEEP命令を
実行したとき, スタンバイモード, ウォッチモード, 
またはスリープモードに遷移 

: DTON="1"のとき, アクティブ (高速) モードで
SLEEP命令を実行したとき, アクティブ (中速) 
モード (SSBY = 0, MSON = 1, LSON = 0のとき), 
またはサブアクティブモード (SSBY = 1, TMA = 1, 
LSON = 1のとき) に直接遷移 

H'FFF1 
ビット 3 

0 

 MSON システムコントロールレジスタ 2 
(ミドルスピードオンフラグ) 
～スタンバイモード, ウォッチモード, スリープモード解
除後, アクティブ (高速) モードで動作させるか, アクティ
ブ (中速) モードで動作させるかを選択します。 

: MSON = 0のとき, アクティブ (高速) モードで動作 
: MSON = 1のとき, アクティブ (中速) モードで動作 

H'FFF1 
ビット 2 

0 

TMA TMA3 タイマモードレジスタ A (タイマモードレジスタ A3) 
～タイマカウンタ Aに入力するクロックソースを選択しま
す。 

: TMA3 = 0のとき, TCAの入力クロックソースは PSS 
: TMA3 = 1のとき, TCAの入力クロックソースは PSW

H'FFB0 
ビット 3 

1 

 
 

4.4 使用 RAM説明 
表 7に本タスク例における使用 RAM説明を示します。 

 
表 7 使用 RAM説明 

ラベル名 機能 アドレス 使用モジュール名
SEC 時計用のカウンタで, 秒をカウントします。 H'F780 MAIN, TFINT 
MIN 時計用のカウンタで, 分をカウントします。 H'F781 MAIN, TFINT 
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5. フローチャート 
1. メインルーチン 

MAIN

H'FF80 → SP H'FF80

H'80 → CCR

H'00 → SEC

CCR I

H'00 → MIN

H'8C → SYSCR1

H'F0 → SYSCR2

RAM

  

SSBY="1", LSON="1", MSON="0", TMA3="1"

IENTFH "1" FH

FH 1s OCRF H'2580

OVIEH "1" TCF

CCLRH "1" TCF

CCR I "0"

CKSH2="0", CKSH1="0", CKSH1="0" F 16

CKSL2="1", CKSL1="1", CKSL0="1" TCF

φW/4

H'08 → TMA

H'08 → IENR2

H'25 → OCRFH

H'80 → OCRFL

H'30 → TCSRF

"1" → CCR I

H'07 → TCRF

SLEEP

NOP

SLEEP
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2. タイマ F割り込み処理ルーチン 

TFINT

"0" → IRRTFH FH "0"

"0" → CMFH

PUSH R0

H "0"

SEC + 1 → SEC

H'00 → SEC

" " RAM

" " RAM H'3C (60) 

" " RAM H'3C (60) 

SEC H'00

" " RAM

" " RAM H'3C (60) 

" " RAM H'3C (60) 

MIN H'00

MIN + 1 → MIN

H'00 → MIN

POP R0

RTE

Yes

Yes

No

No

SEC != H'3C ? 

MIN != H'3C ? 
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6. プログラムリスト 
;************************************************************************************************* 

;* H8/3867 Application Note 

;* 

;*  'Timer F -Clock Time Base-' 

;* 

;*  Function : Timer F 

;* 

;*  External Clock : 6MHz 

;*  Internal Clock : 3MHz 

;*  Sub Clock :   38.4kHz 

;************************************************************************************************* 

; 

  .cpu  300l 

; 

;************************************************************************************************* 

;*  Symbol Defnition 

;************************************************************************************************* 

; 

TMA   .equ  h'ffb0 ;Timer Mode Register A 

TCRF  .equ  h'ffb6 ;Timer Control Register F 

TCSRF  .equ  h'ffb7 ;Timer Control/Status Register F 

TCFH  .equ  h'ffb8 ;8-bit Timer Counter FH 

TCFL  .equ  h'ffb9 ;8-bit Timer Counter FL 

OCRFH  .equ  h'ffba ;Output Compare Register FH 

OCRFL  .equ  h'ffbb ;Output Compare Register FL 

SYSCR1  .equ  h'fff0 ;System Control Register 1 

SYSCR2  .equ  h'fff1 ;System Control Register 2 

IENR2  .equ  h'fff4 ;Interrupt Enable Register 2 

IRR2  .equ  h'fff7 ;Interrupt Request Register 2 

; 

;************************************************************************************************* 

;*  RAM Allocation 

;************************************************************************************************* 

; 

SEC  .equ  h'f780 ;Second Counter 

MIN  .equ  h'f781 ;Minute Counter 

; 

;************************************************************************************************* 

;*  Vector Address 

;************************************************************************************************* 

; 

  .org  h'0000 

  .data.w  MAIN ;No.0 Reset Interrupt(H'0000-H'0001) 

; 

  .org  h'0008 

  .data.w  MAIN ;No.4 _IRQ0 Interrupt(H'0008-H'0009) 

  .data.w  MAIN ;No.5 _IRQ1 Interrupt(H'000A-H'000B) 

  .data.w  MAIN ;No.6 _IRQ2 Interrupt(H'000C-H'000D) 

  .data.w  MAIN ;No.7 _IRQ3 Interrupt(H'000E-H'000F) 

  .data.w  MAIN ;No.8 _IRQ4 Interrupt(H'0010-H'0011) 

  .data.w  MAIN ;No.9 _WKP0-_WKP7 Interrupt(H'0012-H'0013) 

; 

  .org  h'0016 

  .data.w  MAIN ;No.11 Timer A Interrupt(H'0016-H'0017) 

  .data.w  MAIN ;No.12 AEC Interrupt(H'0018-H'0019) 
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  .data.w  MAIN ;No.13 Timer C Interrupt(H'001A-H'001B) 

  .data.w  MAIN ;No.14 Timer FL Interrupt(H'001C-H'001D) 

  .data.w  TFINT ;No.15 Timer FH Interrupt(H'001E-H'001F) 

  .data.w  MAIN ;No.16 Timer G Interrupt(H'0020-H'0021) 

  .data.w  MAIN ;No.17 SCI31 Interrupt(H'0022-H'0023) 

  .data.w  MAIN ;No.18 SCI32 Interrupt(H'0024-H'0025) 

  .data.w  MAIN  ;No.19 A/D Converter Interrupt(H'0026-H'0028) 

  .data.w  MAIN ;No.20 Direct Transfer Interrupt(H'0028-H'0029) 

; 

;************************************************************************************************* 

;*  MAIN : Main Routine 

;************************************************************************************************* 

; 

  .org  h'1000 

; 

MAIN:  .equ  $ 

  mov.w  #H'ff80,sp ;Initialize Stack Pointer 

  orc   #h'80,ccr ;Interrupt Disable 

; 

  sub.b  r0l,r0l  ;Initialize RAM 

  mov.b  r0l,@SEC 

  mov.b  r0l,@MIN 

; 

  mov.b  #h'8c,r0l ;Initialize System Control 

  mov.b  r0l,@SYSCR1 

  mov.b  #h'f0,r0l 

  mov.b  r0l,@SYSCR2 

  mov.b  #h'08,r0l 

  mov.b  r0l,@TMA 

; 

  mov.b  #h'08,r0l ;Timer F Interrupt Enable 

  mov.b  r0l,@IENR2 

; 

  mov.b  #h'25,r0h ;Initialize Timer F 

  mov.b  #h'80,r0l 

  mov.b  r0h,@OCRFH 

  mov.b  r0l,@OCRFL 

  mov.b  #h'30,r0l 

  mov.b  r0l,@TCSRF 

; 

  andc  #h'7f,ccr ;Interrupt Enable 

; 

  mov.b  #h'07,r0l ;Initialize TCFL Input Clock 

  mov.b  r0l,@TCRF 

; 

LOOP:  sleep   ;Transfer to Watch Mode 

  nop 

  bra   LOOP 

; 
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;************************************************************************************************* 

;*  TFINT : Timer F Interrupt Routine 

;************************************************************************************************* 

; 

TFINT:  .equ  $ 

  bclr  #3,@IRR2 ;Clear Timer F Interrupt Request Flag 

  bclr  #6,@TCSRF ;Clear Compare Match Flag H 

; 

  push  r0  ;Store r0 

; 

  mov.b  @SEC,r0l ;Load Second Counter 

  mov.b  @MIN,r0h ;Load Minute Counter 

  inc  r0l   ;Increment Second Counter 

  cmp.b  #h'3c,r0l ;@SEC = d'60 ? 

  bne  INTEXT  ;No. Exit 

  mov.b  #h'00,r0l ;Yes. Initialize Second Counter 

  inc  r0h   ;Increment Minute Counter 

  cmp.b  #h'3c,r0h ;@MIN = d'60 ? 

  bne  INTEXT  ;No. Exit 

  mov.b  #h'00,r0h ;Yes. Initialize Minute Counter 

; 

INTEXT:  mov.b r0h,@MIN ;Store Minute Counter 

   mov.b r0l,@SEC ;Store Second Counter 

; 

  pop   r0  ;Restore r0 

; 

  rte 

; 

  .end 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサステクノロジホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
csc@renesas.com 
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Rev. 

 
発行日 ページ ポイント 

1.00 2003.12.19 — 初版発行 
2.00 2006.09.15 1, 3, 7, 8, 

10, 16, 18 
内容変更 
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